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帰き

依え

し
ま
す

一
、
私わ

た
し

た
ち
は
妙み

ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

と
日に

ち

蓮れ
ん

大だ
い

聖し
ょ
う

人に
ん

の
御ご

書し
ょ

を
教お

し

え
の	

拠よ

り
所ど

こ
ろ

と
し
ま
す

一
、
私わ

た
し

た
ち
は
お
釈し

ゃ

迦か

さ
ま
を
教き

ょ
う

主し
ゅ

と
仰あ

お

ぎ
日に

ち

蓮れ
ん

大だ
い

聖し
ょ
う

人に
ん

を
宗し

ゅ
う

祖そ 

日に
ち

什じ
ゅ
う

大だ
い

正し
ょ
う

師し

を
開か

い

祖そ

と
し
て
経き

ょ
う

巻が
ん

相そ
う

承じ
ょ
う

を
宗し

ゅ
う

是ぜ

と
し
ま
す

一
、
私わ

た
し

た
ち
は
お
釈し

ゃ

迦か

さ
ま
の
大だ

い

慈じ

大だ
い

悲ひ

を
信し

ん

じ
て

	

努つ
と

め
て
菩ぼ

薩さ
つ

の
行ぎ

ょ
う

を
実じ

っ

践せ
ん

し
ま
す

土つ
ち 

持も
ち 

栄え
い 

孝こ
う

総
本
山
妙
満
寺 

総
務

春
季
大
法
要
に
寄
せ
て

　

新
緑
の
好
季
と
な
り
、
本
年
も
春
季
大
法
要
を
迎
え
る
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
、
一
昨
年
と
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
例
年
通

り
の
大
法
要
を
奉
修
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
感

染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
、
日
蓮
大
聖
人

の
「
立
正
大
師
」
諡
号
宣
下
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、

少
し
で
も
盛
大
に
奉
行
し
た
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

日
蓮
大
聖
人
は
『
立り
っ

正し
ょ
う

安あ
ん

国こ
く

論ろ
ん

』
の
中
で
、「
汝な
ん
じ

早は
や

く
信
仰

の
寸す
ん

心し
ん

を
改あ
ら
た

め
、
速す
み

や
か
に
実じ
つ

乗じ
ょ
う

の
一い
ち

善ぜ
ん

に
帰き

せ
よ
」
と
お
示

し
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
寸
四
方
の
小
さ
な
心
を
改
め
、
迷

い
を
払
い
、
す
ぐ
さ
ま
お
釈
迦
さ
ま
が
説
か
れ
た
真
実
の
教
え

で
あ
る
法
華
経
に
帰
依
し
な
さ
い
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
信
仰
」
と
か
「
修
行
」
と
申
し
ま
す
と
難
し
く
考
え
が
ち

で
す
が
、
何
も
特
別
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
釈
迦
さ
ま

の
ご
存
在
と
法
華
経
の
尊
い
み・

・

・
教
え
を
素
直
に
信
じ
、
一
心
に

お
題
目
を
お
唱
え
し
て
、
毎
日
ご
先
祖
さ
ま
に
手
を
合
わ
せ
る

こ
と
で
自
然
と
佛ぶ
っ
し
ん心
が
備
わ
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
山
で
の
大
法
要
は
、「
春
季
報・

・恩
大
法
要
」
と
、「
報
恩
」

の
二
文
字
に
見
え
ま
す
よ
う
に
、
三
祖
と
仰
ぐ
お
釈
迦
さ
ま
・

日
蓮
大
聖
人
・
日
什
大
正
師
と
、
顕
本
法
華
の
教
え
を
命
が
け

で
守
り
伝
え
て
こ
ら
れ
た
数
多
の
先
師
や
、
今
の
私
た
ち
の
命

と
信
仰
を
つ
な
い
で
く
だ
さ
っ
た
ご
先
祖
さ
ま
へ
報
恩
感
謝
の

誠
を
捧
げ
る
大
切
な
行
事
で
あ
り
、
法
華
経
修
行
を
実
践
す
る

貴
重
な
機
会
な
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
生
命
は
、
他
の
多
く
の
命
に
支
え
ら
れ
、
生
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
他
の
多
く
の
命
と
「
共
に
生
き
て
い
く
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
苦
し
い
世
の
中
に
あ
る
今
こ
そ
、
日
々
の

信
仰
や
本
山
・
菩
提
寺
で
の
行
事
を
通
じ
て
万
物
に
感
謝
し
、

お
互
い
に
他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
健
康
状
態
に
ご
留
意
の
う

え
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
参
詣
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
関
係

者
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

合　

掌

1

宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



は
じ
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝
顕
本
法
華
宗 

布
教
部
長　

千
葉
県
東
金
市 

願
成
就
寺
住
職

小お

川が
わ

正し
ょ
う

展て
ん

　
一
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、
矢
継
ぎ
早
に
姿
を
変
え
て
襲
い
来
る
新
型
コ
ロ
ナ
に
、

私
た
ち
は
翻
弄
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。
恐
怖
そ
の
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
中
、「
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
」（
社
会
的
距
離
…
心
理
的
な
も
の
も
含
む
人
と
人
と
の
距
離
）

と
い
う
言
葉
も
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
に
な
か
っ
た
こ
の
難
し
い
状
況
の
中
、
今
後
ど
の
よ

う
に
私
た
ち
は
様
々
な
苦
悩
と
向
き
合
い
、
お
釈
迦
さ
ま
の
真
理
の
教
え
を
求
め
、
信
仰
に
生
き
て
い
く
道

を
見
出
し
て
い
け
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
信
仰
を
表
す
ひ
と
つ
の
形
に
「
参
拝
」
が
あ
り
ま
す
。
今
、
家
に
居
な
が
ら
に
し
て
参
拝
が
で

き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝
」（
リ
モ
ー
ト
参
拝
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
参
拝
、
遠
隔
参
拝
な
ど
）
と
い
う
新
し
い
方

法
が
あ
り
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
「
密
」
を
避
け
、
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
す
ほ
か
、
高
齢
者
や
足
腰
が

悪
い
方
や
、
遠
方
（
海
外
）
に
い
る
な
ど
の
諸
事
情
で
来
ら
れ
な
い
方
、
そ
れ
に
人
混
み
が
苦
手
な
方
な
ど

に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
参
拝
手
法
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
反
面
、
参
拝
特
有
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
な
い
、
お
参
り
し
た
気
が
し
な
い
、
な
ど
と
感
じ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

参
拝
に
は
い
ろ
い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
に
「
遥よ
う
は
い拝

」
と
い
っ
て
、「
仏
様
（
神
様
）
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
角
を
向
い
て
念
じ
て
拝
む
」
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

海
外
や
遠
方
に
い
る
方
な
ど
、
事
情
が
あ
っ
て
直
接
お
参
り
で
き
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
っ
た
場
合
は
、
遥
拝
で
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
、
遥
拝
と
い
う
遠
隔
で
参
拝
す
る
ス
タ

イ
ル
は
昔
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝
で
も
決
し
て
失
礼
に
当
た
り
ま
せ
ん
。

　

も
ち
ろ
ん
直
接
参
拝
す
る
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
折
に
は
、
本
山

や
菩
堤
寺
に
お
参
り
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

心
静
か
に
お
寺
の
動
画
や
写
真
と
向
き
合
い
“
合
掌
”
す
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
心
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
前

向
き
に
な
れ
る
は
ず
で
す
。

　
“
合
掌
”
は
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
は
日
常
の
挨
拶
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
対
象
が
本
尊
と
な
れ
ば
【
信し
ん
じ
ん心
】

と
な
り
、
父
・
母
な
ら
ば
【
孝こ
う
よ
う養

】
と
な
り
、
お
互
い
に
合
掌
し
合
え
ば
【
和わ

合ご
う

〈
穏お
だ

や
か
な
気
持
ち
〉】

と
な
り
、
目
上
・
上
司
・
先
輩
に
向
か
い
合
掌
す
れ
ば
【
敬け
い
あ
い愛

〈
敬う
や
まい

の
心
、
親
し
み
の
心
〉】
を
表
し
、

ま
た
事
物
に
向
か
っ
て
合
掌
す
れ
ば
【
感か
ん
し
ゃ謝

】
と
な
り
ま
す
。
合
掌
の
形
は
一
つ
で
す
が
意
味
は
色
々
有
り

ま
す
の
で
、
私
た
ち
は
常
に
そ
の
意
味
を
噛
み
締
め
な
が
ら
実
践
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
、春
季
報
恩
大
法
要
の
様
子
を
全
国
に
配
信
し

ま
す
。
こ
の
ご
時
世
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
て
な
ら
安
全
に「
参
拝
」
が
で
き
ま
す
。
場
所
が
離
れ
て
い

よ
う
と
、
私
た
ち
が
健
康
や
幸
せ
を
祈
願
す
る
気
持
ち
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参
拝
が
か
な
わ
な
い
時

に
は
お
寺
に
足
を
運
ぶ
代
わ
り
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
拝
を
是
非
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

合　

掌
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。
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「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。

「
立り

っ

正し
ょ
う

大だ
い

師し

諡し

号ご
う

宣せ
ん

下げ

100
周
年
」を
迎
え
て

　

本
多
日
生
上
人
（
１
８
６
７
～
１
９
３
１
）
は
、
明
治
38
年

か
ら
大
正
15
年
ま
で
の
21
年
間
に
亘
り
本
宗
の
管
長
を
務
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、日
蓮
主
義
と
い
わ
れ
る
、日
蓮
大
聖
人
（
立

正
大
師
）
の
教
義
を
信
仰
の
み
な
ら
ず
生
活
意
識
ま
で
に
及
ぼ

し
、
現
実
の
社
会
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
運
動
を
、
本

宗
は
も
と
よ
り
一
般
社
会
に
ま
で
広
く
普
及
さ
れ
た
方
で
す
。

　

日
蓮
主
義
普
及
の
た
め
の
講
演
や
著
書
の
発
刊
を
中
心
に

社
会
活
動
を
幅
広
く
展
開
さ
れ
、
大
正
期
に
は
一
大
ブ
ー
ム
を

巻
き
起
こ
し
た
こ
と
か
ら
、
全
国
に
多
く
の
信
者
や
支
援
者
を

得
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
「
立
正
大
師
諡し

号ご
う

宣せ
ん

下げ

」
は
実

　

本
多
上
人
は
慶
応
３
年（
１
８
６
７
）に
姫
路
藩
士　

国
友

堅
二
郎
と
勝
子
の
二
男
（
幼
名
・
長
二
）と
し
て
出
生
さ
れ
、

幼
年
に
し
て
母
方
の
菩
提
寺
で
あ
る
兵
庫
県
姫
路
市
・
妙
善

寺
の
本
多
日
鏡
上
人
に
随
身
し
、
そ
の
姓
を
継
が
れ
ま
し
た
。

小
学
校
卒
業
後
、
同
市
妙
立
寺
の
池
田
日
昌
上
人
の
も
と
13

歳
で
得
度
、
聖
応
と
称
さ
れ
、
日
昌
上
人
亡
き
後
は
、
岡
山
県

津
山
市
・
本
蓮
寺
の
児
玉
日
容
上
人
の
弟
子
と
な
り
、
日
什
大

正
師
の
教
学
を
学
ば
れ
ま
す
。
そ
の
才
が
認
め
ら
れ
18
歳
の
時

に
本
山
の
命
に
よ
り
、
大
阪
府
堺
市
・
妙
満
寺
住
職
と
な
ら
れ

ま
す
が
、
勉
学
の
た
め
20
歳
の
時
に
上
京
、
21
歳
の
時
に
私
立

哲
学
館
（
後
の
東
洋
大
学
）
に
入
学
、
西
洋
哲
学
や
東
洋
哲

学
な
ど
諸
学
を
幅
広
く
修
学
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
あ
た
か
も
宗
門
の
近
代
化
が
各
宗
に
お
い
て
活
発
に
議

論
さ
れ
て
い
る
時
期
で
、
宗
門
改
革
派
の
若
手
の
第
一
人
者
と

し
て
、
24
歳
の
若
さ
で
教
務
部
長
に
抜
擢
さ
れ
、
宗
派
内
の
重

要
機
関
を
東
京
へ
移
し
、
雑
乱
勧
請
（
信
仰
の
中
心
と
な
る
本

尊
と
共
に
関
係
な
い
も
の
ま
で
祀
り
、
あ
が
め
る
こ
と
）
の
廃

止
な
ど
の
運
動
を
宗
内
に
指
示
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
迅
速
な

宗
内
改
革
に
は
反
対
意
見
も
多
か
っ
た
た
め
、
部
長
職
の
解
任

や
僧
籍
剥
奪
等
の
処
遇
に
あ
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
に
顕
本
法
華
宗
布
教
所
の
開
設
や
、
盛
ん

な
布
教
・
教
化
活
動
を
展
開
さ
れ
（
一
、
勧
請
の
雑
乱
を
排
し
、

信
行
の
妄
謂
を
糺
す
）、
そ
の
活
躍
も
あ
っ
て
、
明
治
28
年
、
仏

教
各
宗
協
会
に
よ
る
『
各
宗
綱
要
』（
日
本
各
宗
派
の
歴
史
や

教
義
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
編
纂
さ
れ
た
書
物
）
の
原
稿

執
筆
を
本
多
上
人
に
求
め
る
声
が
宗
内
で
挙
が
り
、
復
権
を

果
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
宗
義
の
講
究
と
門
下
統
合
を
目
的
と
し
て
僧
俗

門
派
を
越
え
た
組
織
と
し
て
「
統
一
団
」
を
結
成
、
明
治
31
年

の
宗
務
総
監
の
際
、
現
在
の
宗
名
で
あ
る
顕
本
法
華
宗
の
公
称

許
可
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
明
治
38

年
に
は
39
歳
の
若
さ
で
管
長
に
当
選
、
以
後
21
年
間
宗
門
を

統
率
さ
れ
た
の
で
す
（
二
、
門
下
教
団
の
統
合
帰
一
を
は
か
る
）。

　

本
多
上
人
の
活
動
は
宗
内
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
般
社
会

現
さ
れ
た
の
で
す
。
本
多
上
人
の
ご
功
績
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
が
、上
人
本
葬
儀
の
折
、盟
友
の
田た

中な
か

智ち

学が
く

居
士
（
１
８
６
１

〜
１
９
３
９　

国
柱
会
創
設
者
）
が
弔
辞
の
中
で
、
特
に
左
記

の
三
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、	

勧
請
の
雑
乱
を
排
し
、
信
行
の
妄
謂
を
糺
す
。

二
、	

門
下
教
団
の
統
合
帰
一
を
は
か
る
。

三
、	

大
師
号
勅
諡
欽
奏
の
議
を
起
し
、

      

立
正
大
師
号
を
勅
諡
せ
ら
る
。

　

本
多
上
人
の
ご
功
績
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

そ
の
ご
生
涯
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
２
回  
本
多
日
生
上
人
の

ご
功
績
と
ご
生
涯

宗
務
次
長 
千
葉
県 

経
胤
寺
住
職 

小
松
正
学

本多日生猊下。写真提供（２
枚）：本多日生記念財団



月
四

　

こ
の
ご
遺
文
は
日
蓮
大
聖
人
が
56

歳
の
時
に
身
延
に
お
い
て
四し

条じ
ょ
う

金き
ん

吾ご

氏
へ
宛
て
て
書
か
れ
た
書
状
で
す
。

　

四
条
氏
は
、
大
聖
人
が
斬
首
に
あ

わ
れ
か
け
た
龍り
ゅ
う

口こ
う

法ほ
う

難な
ん

の
時
に
は
、

殉
死
の
覚
悟
を
示
さ
れ
、
そ
の
後
大

聖
人
が
佐
渡
流
罪
と
な
ら
れ
る
と
、

自
身
も
海
を
渡
り
大
聖
人
を
訪
ね
ら

れ
ま
し
た
。

　

大
聖
人
の
信
者
と
な
っ
て
か
ら

は
、
法
華
経
を
強
く
信
仰
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
迫
害
を
受
け
、
閉
門
謹

慎
中
で
あ
っ
た
四
条
氏
が
主
君
江え

ま馬

氏
の
病
気
治
療
の
た
め
に
主
君
の
も

と
へ
出
仕
す
る
こ
と
と
な
り
、
大
聖

人
は
四
条
氏
に
対
し
、
身
の
安
全
の

た
め
に
油
断
し
て
は
な
ら
な
い
と
事

細
か
に
注
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
最
後
に
法
華
経
の
不
軽
菩

薩
品
の
「
決
し
て
人
々
を
軽
ず
る
事

無
く
、
ど
ん
な
迫
害
を
受
け
て
も
礼

拝
す
る
不ふ

軽き
ょ
う

菩ぼ

薩さ
つ

の
修
行
」
を
示
さ

れ
て
、
こ
れ
が
法
華
経
修
行
の
肝
心

で
あ
る
と
諭
さ
れ
ま
す
。

　

大
聖
人
は
四
条
金
吾
氏
の
身
を
法

難
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
法
華
経
を

仰
ぎ
信
じ
、
日
々
「
忍
」
の
こ
こ
ろ

を
持
ち
、
人
と
し
て
の
行
い
を
大
切

に
す
る
こ
と
を
願
わ
れ
た
の
で
す
。

そ
の
こ
と
は
法
華
経
の
教
主
で
あ
る

お
釈
迦
様
の
御
心
で
も
あ
り
ま
す
。

聖
訓
カ
レ
ン
ダ
ー

教き
ょ
う

主し
ゅ

釈し
ゃ
く

尊そ
ん

の
出し

ゅ
っ

世せ

の
本ほ

ん
が
い懐
は

人ひ
と

の
振ふ

る
ま
い舞
に
て
候そ

う
ら

い
け
る
ぞ
崇す

峻し
ゅ
ん

天て
ん
の
う皇
御ご

書し
ょ

建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
大
聖
人
五
十
六
歳

岡
山
県
和
気
町  
本
成
寺　

早
川
義
正

解
説

7 6

宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。

に
日
蓮
主
義
を
弘
め
る
た
め
明
治
42
年
天
晴
会
を
組
織
、
44

年
に
は
女
性
の
た
め
に
地
明
会
を
設
立
、
浅
草
に
一
般
布
教
講

演
道
場
と
し
て
統
一
閣
を
建
設
、
政
治
家
、
軍
人
、
名
士
（
犬い
ぬ

養か
い

毅つ
よ
し

、佐さ

藤と
う

鉄て
つ

太た

郎ろ
う

、小お

笠が
さ

原わ
ら

長な
が

生な
り

、
豊と
よ

田だ

佐さ

吉き
ち

、
幸こ
う

田だ

露ろ

伴は
ん

な
ど
）
を
信
徒
に
し
て
積
極
的
に
社
会
に
働
き
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
本
多
上
人
の
生
涯
に
お
け
る
講
演
は
１
万
座
と
い
わ
れ
、

そ
の
著
作
は
、
刊
行
物
２
０
０
余
、
諸
論
掲
載
は
５
０
０
を
越

え
る
な
ど
非
常
に
活
発
な
布
教
活
動
を
展
開
さ
れ
た
の
で
す
。

　

大
正
11
年
、
本
多
上
人
よ

り
日
蓮
門
下
へ
の
呼
び
か
け
も

あ
り
「
立
正
大
師
諡
号
」
の
宣

下
は
遂
に
実
現
さ
れ
ま
し
た
が

（
三
、
大
師
号
勅
諡
欽
奏
の
議
を

起
し
、
立
正
大
師
号
を
勅
諡
せ
ら

る
）、
大
正
15
年
に
管
長
職
を
退

か
れ
た
後
も
品
川
・
天
妙
国
寺

で
社
会
教
化
を
続
け
ら
れ
、
昭
和
６
年
３
月
16
日
、
65
歳
に

て
ご
遷
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
多
上
人
は
、
立
正
大
師
の
み・

・

・
教
え
を
広
く
一
般
社
会
に
ま

で
普
及
す
る
た
め
に
、
宗
門
の
教
義
だ
け
で
な
く
、
仏
教
は
も

と
よ
り
東
洋
の
思
想
（
儒
教
な
ど
）
や
、
西
洋
の
思
想
（
キ
リ

ス
ト
教
や
西
洋
哲
学
）を
学
ば
れ
、講
演
を
依
頼
さ
れ
れ
ば
様
々

な
場
所
で
も
講
演
さ
れ
て
い
ま
す
（
澁し
ぶ
さ
わ
え
い
い
ち

澤
栄
一
氏
の
帰
一
協
会

な
ど
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
幅
広
い
人
脈
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
活
動

が
広
が
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
人
に
も
分
け
隔
て
な
く
接
し
ら
れ
、
訪
ね
来

る
人
あ
れ
ば
、
病
気
で
床
に
寝
て
い
よ
う
と
も
床
を
上
げ
、
立

正
大
師
の
み・

・

・
教
え
を
何
時
間
も
説
か
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
さ
し
く
本
多
上
人
の
ご
生
涯
は
、
立
正
大
師
の
み・

・

・
教
え

を
広
く
一
般
社
会
に
ま
で
普
及
す
る
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
の
で
す
。

（
次
号
へ
続
く
）

「
立り

っ

正し
ょ
う

大だ
い

師し

諡し

号ご
う

宣せ
ん

下げ

100
周
年
」を
迎
え
て

写真中央・本多猊下



月
六

月
五

毎ま
い
あ
さ
ど
く
じ
ゅ

朝
読
誦
せ
ら
る
る
自じ

が

げ

我
偈
の
功く

徳ど
く

は

唯ゆ
い
ぶ
つ佛
与よ

佛ぶ
つ

乃な
い
の
う能
究く

尽じ
ん

な
る
べ
し

法ほ
う
れ
ん蓮
鈔し

ょ
う

建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
大
聖
人
五
十
四
歳

　

こ
の
ご
遺
文
は
日
蓮
大
聖
人
が
54

歳
の
時
に
身
延
で
書
か
れ
た
も
の
で
、

大
聖
人
に
帰
依
し
た
曾そ

や谷
教き
ょ
う

信し
ん

へ
の

お
手
紙
で
す
。

　

曾
谷
氏
は
大
聖
人
が
佐
渡
へ
配
流

中
に
も
堅
固
な
信
心
を
貫
き
、
ま
た

身
延
へ
も
度
々
訪
れ
、
大
聖
人
は
「
法

蓮
」
の
法
号
を
授
け
ら
れ
る
ほ
ど
に
、

曾
谷
氏
を
と
て
も
大
切
に
思
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
聖
人
は
こ
の
ご
遺
文
の
な
か
で
、

曾
谷
氏
が
父
の
十
三
回
忌
に
当
た
る

ま
で
、
毎
朝
「
自
我
偈
」
を
読
誦
し

た
こ
と
を
ほ
め
て
、そ
の
功
徳
は
、「
唯

佛
与
佛
乃
能
究
尽
な
る
べ
し
」
と
述

べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、「
父
逝

去
の
後
、
13
年
間
の
間
、
毎
朝
自
我

偈
を
読
誦
さ
れ
た
、
そ
の
功
徳
は
、

た
だ
佛
と
佛
と
で
な
け
れ
ば
、
究
め
つ

く
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
は
か
り
し
れ

な
い
ほ
ど
の
大
き
な
功
徳
で
す
」
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
華
経
は
一
番
大
事
な
お
経
で
す
。

法
華
経
の
中
心
は
、
如
来
寿
量
品
第

十
六
で
、
そ
の
中
で
も
、「
自
我
偈
」

は
法
華
経
の
魂
で
す
。

　

ど
う
か
皆
様
も
、
大
聖
人
が
強
く

説
か
れ
た
「
自
我
偈
」
を
大
き
な
声

で
読
み
、
そ
し
て
、
お
釈
迦
様
へ
の
恋

慕
の
気
持
ち
を
懐
い
て
、
お
題
目　

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
を
お
唱
え
く
だ

さ
い
。

藤ふ
じ

は
松ま

つ

に
か
か
り
て
千ち

尋ひ
ろ

を
よ
じ

鶴つ
る

は
羽は

ね

を
恃た

の

み
て

　
　

 

万ば
ん

里り

を
か
け
る

　

盂う

ら蘭
盆ぼ

ん

御ご

書し
ょ

弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
大
聖
人
五
十
九
歳

　

こ
の
ご
遺
文
は
日
蓮
大
聖
人
が
59

歳
の
時
に
、
身
延
に
お
い
て
大
聖
人

の
弟
子
で
あ
る
治じ

部ぶ

房ぼ
う

の
祖
母
に
宛

て
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

治
部
房
の
祖
母
が
お
盆
供
養
と
し

て
身
延
の
大
聖
人
へ
、
白
米
、
焼
米
、

う
り
、
な
す
等
を
送
ら
れ
た
折
り
、

お
盆
の
起
源
を
尋
ね
ら
れ
、
大
聖
人

は
「
目
連
尊
者
が
餓
鬼
道
に
堕
ち
て

苦
し
ん
で
い
る
母
を
救
お
う
と
、
お

釈
迦
様
に
教
え
を
請
い
、
そ
し
て
お

釈
迦
様
の
教
え
に
従
い
、
７
月
15
日

に
多
く
の
僧
侶
に
沢
山
の
食
べ
物
な

ど
で
供
養
す
る
と
、
目
連
尊
者
の
母

は
餓
鬼
道
の
苦
し
み
か
ら
救
わ
れ
た
」

と
い
う
『
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

経
』
に
あ
る
お
盆

（
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

）
の
起
源
を
治
部
房
の
祖
母

に
こ
の
ご
遺
文
の
中
で
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
大
聖
人
は
、
目
連
尊
者
の
母

が
救
わ
れ
た
の
は
、
目
連
が
法
華
経

に
帰
依
し
、
お
題
目
を
唱
え
、
自
ら

が
佛
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
明
言

さ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
ゆ
え
法
華
経
こ
そ
が
成
仏
の

大
法
で
あ
り
、
法
華
経
の
信
心
に
よ

り
、
先
祖
、
子
孫
に
そ
の
功
徳
が
必

ず
及
ぶ
こ
と
を
説
か
れ
ま
し
た
。

　

ご
遺
文
に
あ
る
「
藤
の
つ
る
は
、
松

に
か
ら
み
つ
い
て
高
く
伸
び
、
鶴
は
そ

の
羽
を
使
っ
て
は
る
か
遠
く
へ
飛
ぶ
」

の
、「
松
」
と
「
羽
」
は
ま
さ
し
く
法

華
経
で
あ
り
ま
す
。
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
今
は
、
正
月
行
事
の

慌
た
だ
し
さ
が
終
わ
っ
た
の
も
束
の
間
、
境
内
に
は
雪

が
降
り
積
も
っ
て
き
ま
し
た
。
早
く
春
が
こ
な
い
か
な

と
、
し
み
じ
み
と
思
い
願
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
今
回
は「
寂
光
」に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま

す
。「
ぜ
ん
ま
い
の
の
の
字
ば
か
り
の
寂じ
ゃ
っ

光こ
う

土ど

」

第
十
二
回

お
経
の
中
に
は
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
ひ
と
つ
の
言
葉
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

俳
句
の
言
葉
の
中
に
時
折
仏
教
の
言
葉
を
取
り
入
れ
ら

れ
た
川か
わ
ば
た
ぼ
う
し
ゃ

端
茅
舎
の
作
で
す
。

　
春
の
季
語
で
あ
る
ぜ
ん
ま
い
が
絵
画
の
如
く
描
か
れ

て
お
り
、
な
お
か
つ「
寂じ
ゃ
っ

光こ
う

土ど

」と
い
う
仏
教
用
語
を
添

え
る
こ
と
に
よ
り
、
春
の
風
景
が
ま
る
で
浄
土
の
よ
う

に
言
葉
と
な
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
は
四
季
が
あ
り
ま
す
。
雪
が
降
る
こ
と
に
慣

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
れ
で
も
冬
の
我
慢
を
超
え
て

い
つ
し
か
時
が
経
ち
雪
が
溶
け
て
い
く
に
つ
れ
て
、
ふ

き
の
と
う
、
ぜ
ん
ま
い
、
わ
ら
び
、
つ
く
し
が
芽
吹
い

て
き
ま
す
。

　
春
の
短
い
時
季
の
、
つ
か
の
間
の
春
を
感
じ
さ
せ
る

風
景
が
、
ま
る
で
浄
土
の
よ
う
で
あ
る
と
し
て
お
り
ま

す
。
私
は
、
冬
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
春
を
浄
土
と

表
現
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
が
、
一
方
で
冬
も

必
要
な
も
の
と
感
じ
い
っ
て
お
り
ま
す
。

寂
光
と
い
う
言
葉
は
、「
寂
光
土
」も
し
く
は「
寂
光

浄
土
」と
い
う
仏
教
用
語
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　
静
か
な
真
理
の
光
で
あ
り
、
汚
れ
の
な
い
清
ら
か
な

国
を
さ
し
て
寂
光
土
と
い
い
ま
す
。
仏
の
住
む
安あ
ん
ね
い寧

と

し
た
平
安
な
世
界
、
煩
悩
か
ら
解
放
さ
れ
た
悟
り
の
境

地
を
い
い
ま
す
。

　
先
師
で
あ
る
中な
か
が
わ川

日に
っ

史し

猊
下
が
著
さ
れ
た『
聖せ
い

語ご

録ろ
く

』

の
一
節
の
中
に「
寂
光
の
浄
土
」と
い
う
一
項
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
は
法
華
経
で
説
く
と
こ
ろ
の
寂
光
は
、

「
娑し
ゃ

婆ば

即そ
く

寂じ
ゃ
っ

光こ
う

」と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
ま
す
。
私

た
ち
が
普
段
読
ん
で
い
る「
お
自
我
偈
」の
中
で
も
大
切

に
さ
れ
て
い
る「
衆
生
劫
尽
き
て
、
大
火
に
焼
か
る
る

と
見
る
時
も
、
我
が
こ
の
土
は
安
穏
に
し
て
天
人
常
に

充
満
せ
り
」の
一
節
、「
我が

し

ど
此
土
安あ
ん
の
ん穏

か
ら
而に

衆し
ゅ

見け
ん

焼し
ょ
う

尽じ
ん

」

が「
娑
婆
即
寂
光
」に
相
当
し
ま
す
。

　
こ
の
浄
土
は
汚
し
た
り
壊
れ
た
り
す
る
こ
と
の
な
い

世
界
で
あ
り
、
お
題
目
の
修
行
を
通
し
て
行
き
つ
く
こ

と
の
で
き
る
境
地
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
は
寒
き
苦
し

み
の
世
界
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
仏
様
が
見
守

ら
れ
る
修
行
の
場
で
も
あ
る
の
で
す
。
　
　
　（
成
洋
）

と
い
う
俳
句
が
あ
り
ま
す
。

　
俳
句
と
い
う
の
は
そ
の
情
景
が
思
い
浮
か
ん
で
く
る

よ
う
に
言
葉
に
し
て
い
く
も
の
で
す
が
、
春
の
情
景
の

「
寂じ

ゃ
っ 

光こ
う

」

編
集
局
よ
り
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



★

千葉県

　

当
山
は
昨
年
、開
創
５
０
０
年
を
迎
え
、室
町
時
代
よ
り
綿
々
と
法
灯
が
受
け
継
が
れ
て
今
日
に
い
た
り
ま
す
。

関
東
平
野
の
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
で
、近
く
の
九
十
九
里
浜
は
昨
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・サ
ー

フ
ィ
ン
の
競
技
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
春
に
は
境
内
の
桜
が
満
開
に
咲
き
誇
り
ま
す
。

１
８
７
２
年
に
寺
子
屋
制
度
が
廃
止
と
な
り
、
全
国
各
地
で
学
校
建
設
や
教
育
制
度

が
整
う
ま
で
の
、
１
８
７
７
年
か
ら
１
９
１
４
年
ま
で
、
当
山
本
堂
が
地
域
の
教
育

施
設
の
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
記
録
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
通
夜
の
時
や
供
養
の
時
な
ど
に
は
、
お
釈
迦
様
の
教
え
、
日
蓮
大
聖
人
の
教
え
を
少
し
で
も
分
か

り
や
す
く
、
聞
か
れ
た
方
の
心
に
も
残
る
よ
う
な
法
話
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
頃
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
、
激
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
体
を
鍛
え
て
お
り
ま
し

た
が
、
最
近
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
健
康
の
た
め
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

 

慈じ

雲う

ん

山ざ

ん 
安あ

ん

住じ
ゅ
う

寺じ

千
葉
県
長
生
郡
白
子
町
古
所
２
２
５
７

　

当
山
は
、嵐
山
の
渡
月
橋
よ
り
徒
歩
20
分
程
山
手
に
入
っ
た
小
倉
山
の
麓
に
位
置
し
、近
隣
に
は
、

紅
葉
で
有
名
な
二
尊
院
な
ど
観
光
名
所
も
多
い
こ
と
か
ら
、
桜
や
紅
葉
の
時
期
に
は
、
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
が
、
当
山
の
境
内
は
一
般
開
放
は
し
て
い
な
い
た

め
、
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
喧
騒
を
離
れ
、
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ

え
る
、
静
寂
な
空
気
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
お
参
り
い
た
だ
け
ま
す
。
お

近
く
に
お
越
し
の
際
に
は
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

在
家
か
ら
出
家
を
し
た
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
、
檀
家
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た

仏
事
の
ご
提
案
や
、
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。
教
義
・
教
学
に
反
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
時
代
に
合
っ
た
解
釈
の
仕
方
も
あ
っ
て
然
り
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

檀
信
徒
か
ら
気
さ
く
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
住
職
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

 

上じ
ょ
う

行ぎ
ょ
う

山ざ

ん 

妙み
ょ
う

祐ゆ

う

久く

遠お

ん

寺じ

京
都
市
右
京
区
嵯
峨
二
尊
院
門
前
長
神
町
16

開
山　

常
楽
院
日
経
上
人　

開
基　

境
智
院
日
秀
上
人（
上
行
寺
）、
正
善
院
日
寿
上
人（
久
遠
寺
）、　
常
照
院
日
恵
上
人（
妙
祐
寺
）　

創
建　

慶
長
14
年（
1
6
1
1
年
）、三
ヶ
寺
合
併　
大
正
５
年（
1
9
1
6
年
）　

住
職　

合
併
第
６
世　

鹿
野
恒
仁
師

開
基　

正
善
院
日
眞
上
人 　
　

創
建　

大
永
元
年（
１
５
２
１ 
年
）　　
　

 　

住
職　

第
26
世  

小
川
正
義
師

　

お
寺
の
見
ど
こ
ろ

　

住
職
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と

　

住
職
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と

寺々
を
訪
ね
て

か
つ
て
好
評
を
い
た
だ
い
た
連
載
コ
ー
ナ
ー
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

ご
住
職
か
ら
の
一
言
も
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

お
寺
の
見
ど
こ
ろ

★

京都府

ぶ
ら
り

第
４
教
区

第
６
教
区

宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。13 12



　

岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
吉
ヶ
原
の
伝
統
行
事
と
し
て
、
毎
年

夏
、
土
用
入
り
に「
二に

や夜
三さ
ん
に
ち日

」と
呼
ば
れ
る
健
康
祈
願
を
本
経

寺
本
堂
で
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
昔
、
村
に
疫
病
が
流
行
り
、
困
っ
た
人
た
ち
が
お
寺

に
集
ま
り
、
昼
夜
問
わ
ず「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」と
お
題
目
を
ひ

た
す
ら
お
唱
え
し
、
疫
病
調
伏
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
で
は
２
時
間
足
ら
ず
の
行
事
で
す
が
、
地
区
の
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
集
っ
て
、
住
職
と
共
に
読
経
し
、
お
題
目
を

唱
え
、
錦
糸
の
布
に
包
ま
れ
た
寺
宝
の
御
本
尊
を
一
人
ず
つ
頭

に
い
た
だ
き
、「
こ
の
夏
無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」と
、
ご

自
身
や
ご
家
族
の
健
康
を
祈

願
し
ま
す
。

　

４
０
０
年
以
上
も
続
く
地

区
行
事
を
通
じ
て
、
全
世
界

に
広
が
っ
た
現
在
の
感
染
症

が
一
日
も
早
く
終
息
し
、
元

の
穏
や
か
な
生
活
に
戻
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

岡山県 本経寺
（住職 藤本智成 師）
責任総代　吉ヶ原自治会長
西山正則氏

このコーナーでは、各寺院で行っている
特色のある法要や、催し物、檀信徒の旅行会や、

   青年会等の取り組みなどを紹介します。
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。

「ちょっと昔の話」

ひとくち
法話

第五教区
千葉県山武市 妙光寺

　中村昌義

　

昭
和
初
期
の
私
た
ち
の
地
域
の
お

話
で
す
。
お
寺
の
小
僧
さ
ん
が
親
寺

か
ら
葬
儀
を
終
え
て
帰
っ
て
く
る
途

中
の
こ
と
で
す
。
提ち
ょ
う

灯ち
ん

を
手
に
白は
く

衣え

姿
で
歩
い
て
い
る
と
漸よ
う
や

く
村
境
の
芦あ
し

が
生
い
茂
る
河
原
へ
さ
し
か
か
り
ま

し
た
。
小
僧
さ
ん
は
こ
の
芦
原
の
中

で
用
を
足
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
道
の
ほ
う
か
ら
芦
を
抜
け

る
風
音
に
混
じ
っ
て
村
人
数
名
の
話

し
声
が
徐
々
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

小
僧
さ
ん
は
話
し
声
に
驚
き
、
持
っ

て
い
た
提
灯
を
思
わ
ず
投
げ
捨
て
た

た
め
に
ボ
ワ
ー
と
燃
え
始
め
、
そ
れ

を
見
た
小
僧
さ
ん
は
火
の
玉
だ
と
大

混
乱
し
、
一
目
散
に
逃
げ
帰
っ
て
い
き

ま
し
た
。
数
日
後
、
芦
原
に
白
衣
の

幽
霊
が
出
た
と
噂
が
立
ち
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
域
で
は
火
の
玉
の
こ

と
を
方
言
で「
た
ま
せ
」（
魂
た
ま
し
い

）と
呼

ん
で
い
ま
す
。
春
の
お
彼
岸
の
時
節

で
す
。「
た
ま
せ
」を
思
う
時
で
も
あ
り

ま
す
。
迷
い
多
き
我
が
身
で
あ
る「
此し

岸が
ん

」か
ら
、
迷
い
の
な
い「
彼ひ

岸が
ん

」に
到

る
ま
で
の
菩ぼ

薩さ
つ

行ぎ
ょ
う「

六ろ
く

波は

ら羅
蜜み
つ

」を
実

践
す
る
時
で
す
。
そ
れ
は

①［
布ふ

せ施
波
羅
蜜
］完
全
な
恵
み
、
施

し
を
す
る

②［
自じ

戒か
い

波
羅
蜜
］戒
律
を
守
り
、
自

己
反
省
す
る

③［
忍に
ん
に
く辱

波
羅
蜜
］完
全
な
忍
耐

④［
精し
ょ
う

進じ
ん

波
羅
蜜
］努
力
の
実
践

⑤［
禅ぜ
ん

定じ
ょ
う

波
羅
蜜
］身
体
を
安
静
に
保

ち
心
を
穏
や
か
に
精
神
を
統
一
す
る

⑥［
智ち

え慧
波
羅
蜜
］物
事
を
あ
り
の
ま

ま
に
掌
握
し
真
理
を
見
極
め
る
、

以
上
で
す
。

　

こ
の
六
つ
の
実
践
は
す
ぐ
に
で
き

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
の
お
彼
岸
に
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
春
彼
岸

中
日
で
あ
る
春
分
の
日
は「
自
然
を
た

た
え
、
生
物
を
い
つ
く
し
む
」と
い
わ

れ
る
日
で
す
。
実
践
を
重
ね
、「
心
の

宝
」を
皆
さ
ん
で
磨
き
育
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　

   

合 

掌　



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
等
に
よ
り
、
外
出
を
控
え
、
ご
自

宅
で
お
過
ご
し
の
読
者
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
大
切
な
時
間

を
有
意
義
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、前
号
に
続
い
て「
自

我
偈
」の
写
経
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の“
身
と
心
”を
清
め
る

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■ 

手
を
洗
い
、
口
を
す
す
い
で
身
を
清
め
ま
し
ょ
う
。

■ 

着
座
し
て（
正
座
・
椅
子
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す
）、
静
か
に
目
を
閉
じ
、

心
を
落
ち
着
か
せ
ま
し
ょ
う
。

■ 

合
掌
し
て
、
お
題
目
を
三
回
お
唱
え
し
、
家
族
や
ご
先
祖
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

■ 

写
経
は
、
ペ
ン
・
鉛
筆
・
筆
ペ
ン
等
何
で
も
結
構
で
す
。
書
き
や
す
い

も
の
で
丁
寧
に
写
し
ま
し
ょ
う
。

■ 

写
し
終
え
た
ら
、
合
掌
し
て
静
か
に
目
を
閉
じ
、
お
題
目
を
三
回
お
唱

え
し
て
終
わ
り
で
す
。

■ 

写
経
の
字
に
、
上
手
下
手
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
一
文
字
一
文
字
心
を

込
め
て
丁
寧
に
写
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

書：秋葉敬真師（東京　法成寺住職。毎日書道展審査会員、書道誌三耀社副会長）

写
し
て
学
ぼ
う

写
経
体
験

法華経「自我偈」全文の写経をされたい方は、総本山妙満寺に
お問い合わせください。
〒 606-0015　京都市左京区岩倉幡枝町 91 番地
　　　　　　　顕本法華宗　総本山　妙満寺
電話番号　075-791-7171　　　URL　https://myomanji.jp

正式な写経をされたい方

写
経
作
法
の
一
例

　
妙
法
蓮
華
経
法
華
経 

第
十
六
章
如
来
寿
量
品
の
偈
文
は
、
冒
頭
の
文
字
を

と
っ
て
、「
自
我
偈
」
あ
る
い
は
内
容
か
ら
「
久
遠
偈
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
す
べ
て
の
仏
典
の
頂
点
に
立
つ
法
華
経
、
そ
の
中
で
特
に
大
事
な
お
経
が
如

来
寿
量
品
で
、さ
ら
に
そ
の
中
で
も
一
番
の
肝
心
が
「
自
我
偈
」
に
な
り
ま
す
。

こ
の
経
文
の
底
に
こ
そ
、
末
法
の
衆
生
が
等
し
く
救
わ
れ
る
南
無
妙
法
蓮
華

経
の
法
門
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
と
日
蓮
大
聖
人
は
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出
　
典

意
味
：
仏
で
あ
る
私
の
心
の
世
界
は
実
に
安
ら
か
で
、
天
人
た
ち
で
満
た

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
美
し
い
花
園
や
樹
林
が
あ
り
、
堂
塔
は

様
々
な
宝
石
で
美
し
く
飾
ら
れ
、
ま
た
宝
石
や
果
実
を
つ
け
た
樹

木
が
多
く
あ
っ
て
、
天
人
や
人
々
が
遊
び
楽
し
ん
い
る
。

解
説
文『
顕
本
法
華
宗
　
お
つ
と
め
の
お
経
の
解
説
』よ
り

我が

し此
土ど

安あ
ん
の
ん穏

　
天て

ん
に
ん人

常じ
ょ
う
じ
ゅ
う充

満ま
ん

園お
ん
り
ん林

諸し
ょ

堂ど
う

閣か
く

　
種し

ゅ
じ
ゅ種

宝ほ
う

荘し
ょ
う

厳ご
ん

宝ほ
う
じ
ゅ樹

多た

け

か

花
果
　
衆し

ゅ
じ
ょ
う
し
ょ

生
所
遊ゆ

楽ら
く

経
文
の
意
味
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



茹でたゆず皮を鍋に
入れ、水をひたひた
になる程度に入れ、
砂糖を加え焦がさな
いように煮詰める。

4

あらかた水分が無く
なりドロドロのゼラ
チン質が残るように
なったら火を止める。

5

クッキングシートに、
ゆず皮同士がつかな
いように並べ5時間
乾かす。

6

1
ゆずは表面の汚れ
を洗い落とし水気を
拭き取る。

2
十字の切り込みを
入れ皮をむき5ミリ
幅目安で細切りにす
る。

（
食
前
の
食じき
ほ
う法
）

「
天て
ん

の
三さ
ん
こ
う光
に
身み

を
温
あ
た
た
め
、
地ち

の
五ご

穀こ
く

に
魂
た
ま
し
いを
養
や
し
な
う
。
皆み
な

こ

れ
本ほ
ん
ぶ
つ仏
の
慈じ

ひ悲
な
り
。南
無
妙
法
蓮
華
経
。い
た
だ
き
ま
す
。」

（
天
の
三
光
・
・
太
陽
、
月
、
星
。
　
地
の
五
穀
・
・
米
、
麦
、
粟
、
豆
、
黍
な
ど
の
穀
物
。）

ポリ袋にグラニュー糖とゆず皮を入れ、
揚げ物の衣を付ける要領でやると手早く
できます。

乾かしたゆず皮にグラニュー糖をまぶ
して完成。

7

ご
住
職
が
、
心
の
こ

も
っ
た
一
品
を
紹

介
し
て
い
た
だ
く

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

皆
様
も
ぜ
ひ
。

そ
の
７

吉田広心師
1984年 12月26日生、千葉県市原市出身。立正大学
仏教学部卒業。総本山妙満寺奉仕生修了後、品川天妙
国寺山務職員の経験を経て、現在は本妙寺（市原市滝
口）、妙照寺（市原市東国吉）住職を務める。

　お檀家様からゆずをたくさんいた
だいたので、ゆず皮も食べられる
料理はないものかと考え、ゆずピー
ルを作ることにしました。ほどよい
苦味があり、お茶請

う

けにぴったりな
お菓子です。

材料　2～ 3人分 ( 目安 )

ゆず������������ ２個
上白糖������ 大さじ約6杯半
グラニュー糖�������� 適量
水������������� 適量

3
沸騰したお湯で5分間茹でたらザル
にあけ、再び新しい湯で茹でる。これ
を繰り返し合計3回茹でる。

合計３３回

今回の調理法は二つのレシピを

参考にし、 なるべく簡単な方法を

それぞれ取り入れました。 乾燥時

間は季節や環境、 出来上がりの

食感の好みによるかと思います。

住
職さんのメモ ゆずピール

一晩から1～ 2日間乾燥さ
せる方法も有るようですの
で、お好みで調整してみてく
ださい。梅雨時など湿度の高
い時期は、保存状態にご注意
ください。
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



「ケンポンクイズ」「和顔愛語」応募要項
官製はがきまたは封書にて、住所・氏名・年齢・菩提寺名・『心の宝』への感想を記入の上、

下記宛先までご応募ください（匿名で掲載希望の方は、その旨お書きください）。

〒 700-0818　岡山市北区蕃山町 3-5  本行寺内『心の宝』編集局　
〆切り 4 月末日（当日消印有効） 

京都市　M,O さん（中２）
今年の干支の寅で描きました。

体は鏡もちのオリジナルキャラです。

岡山市
藤川 杏さん（４歳）
「みんなのえがお」

岡山市　岡部凪
な み

生さん（高２）
パソコンで描きました。

私たちを笑顔にしてくれる文
鳥ここあ・ゆき（ペット）です。

わ　 げ ん あ い　 ご

“笑顔 ”や“感動した言葉”
募集します！！

　皆さまからの“笑顔”の写真や似顔絵、心
温まる言葉・感動した言葉を募集します。官
製はがきまたは封書にて、ご自身・家族・兄
弟・ペットなどの「笑った顔」の似顔絵（写
真でも OK）また、感動した言葉をお送りく
ださい。絵は大人でも子どもでも、どなたが
描かれても結構です。
　このコーナーにて掲載の方々には、粗品を
プレゼントいたします。

※写真のみ掲載後お返し致します。
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。



宗
務
院

東
部
・
西
部
合
同

布
教
講
習
会

　

昨
年
11
月
4
日
、
リ
モ
ー

ト
に
よ
る
布
教
講
習
会
が
開

催
さ
れ
、
講
師
の
佛
教
大
学

教
授
・
大
谷
栄
一
氏
に
よ
り

「
本
多
日
生
上
人
の
生
涯
と

立
正
大
師
諡
号
宣
下
」に
つ

い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
講
義
後
に
は
、
多
数
の

参
加
者
よ
り
様
々
な
質
問
等

が
あ
り
、
意
義
あ
る
講
習
会

と
な
り
ま
し
た
。

公
開
研
究
会

　

令
和
４
年
2
月
7
日
、
教

学
研
究
所
主
催（
所
長　

窪

田
哲
正
師
）の「
公
開
研
究
例

会
」が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開

催
さ
れ
、
吉
田
英
心
師（
千

葉
県　

寿
福
寺
内
）、
秋
葉

妙
琳
師（
東
京
都　

法
成
寺

内
）、
藤
﨑
裕
学
師（
千
葉
県

大
経
寺
内
）よ
り
研
究
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
後
に

は
、
河
村
日
斌
猊
下
に
よ
る

特
別
講
義
と
、
駒
澤
大
学
名

誉
教
授　

石
井
公
成
氏
に
よ

り
講
義
が
行
わ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
活
発
な
質
問
や
意
見

交
換
が
あ
り
ま
し
た
。

什
青
会

清
掃
奉
仕

　

昨
年
11
月
16
日
、
什
青
会

（
会
長 

福
井
県
妙
正
寺
・
児

玉
常
陽
師
）会
員
有
志
と
塔

頭
執
事
に
よ
る
、
総
本
山
妙

満
寺
境
内
の
清
掃
奉
仕
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

し
、
成
道
会
恒
例
の「
大
根

だ
き
」の
接
待
も
２
年
連
続

中
止
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
晦
日
の
除
夜
の

鐘
、
毎
年
元
日
の
午
前
０
時

か
ら
営
ま
れ
る
新
歳
国
祷
会

に
つ
い
て
も
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
感
染
拡
大
を
鑑
み
て
参

詣
者
の
受
け
入
れ
を
中
止
、

山
内
僧
員
の
み
で
奉
修
し
、

世
界
平
和
と
国
土
安
穏
、
疫

病
退
散
を
祈
念
し
ま
し
た
。

「
雪
の
庭
」

“
令
和
の
改
修
工
事
”

　

本
山
で
は
年
明
け
よ
り
、

本
坊「
雪
の
庭
」〝
令
和
の
改

修
工
事
〟を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
雪
の
庭
」は
、
昭
和
42
年

に
挙
行
さ
れ
た「
昭
和
の
大

遷
堂
」の
折
、
寺
町
二
条
よ
り

釈
尊
成
道
会
、

除
夜
の
鐘
・
新
歳
国
祷
会

　

12
月
４
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
お
釈
迦

さ
ま
の
成
道
を
お
祝
い
す
る

釈
尊
成
道
会
が
本
堂
と
仏
舎

利
塔
に
お
い
て
奉
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

〝
第
５
波
〟は
収
束
し
て
い
た

も
の
の
、
感
染
拡
大
を
懸
念

　

若
手
僧
侶
の
清
掃
奉
仕

活
動
は
夏
と
秋
に
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
、
今
回
も
雪
の

庭
、
墓
地
な
ど
、
境
内
全
域

が
清
掃
さ
れ
ま
し
た
。

遷
　
化

千
葉
県
長
生
郡
白
子
町
・
安
住
寺
第
25

世
、
本
福
寺
第
46
世
、
蓮
成
寺
第
40
世

　

小
川
正
章
師
が
、
令
和
３
年
12
月
30

日
に
世
寿
82
歳
に
て
遷
化
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
４
年
１
月
14
日
、
安
住
寺
に
お
い
て
石
島
龍
象
師

（
千
葉
県
茂
原
市
・
本
源
寺
住
職
）
を
導
師
に
本
葬
の
儀
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
15
年
、
東
京
都
生
ま
れ
。
平
成
元
年
、
千
葉
県

大
網
白
里
市
・
蓮
成
寺
就
任
。
平
成
３
年
、
同
県
東
金
市
・

本
福
寺
、
長
生
郡
白
子
町
・
安
住
寺
就
任
、
伽
藍
復
興
や

寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。
宗
内
に
お
い
て
は
、
第
４
教
区

参
事
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
宗
風
発
揚
に
貢
献
さ
れ
た
。

安あ
ん

正し
ょ
う

院い
ん

日に
ち

悟ご

上
人

石
組
み
を
そ
の
ま
ま
に
当
時

の
成
就
院
か
ら
本
坊（
客
殿
）

の
庭
と
し
て
再
興
さ
れ
た
枯

山
水
の
庭
園
で
、
毎
年
大
勢

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
50
年
の

年
月
が
過
ぎ
、
大
き
く
な

り
過
ぎ
た
植
木
や
実
生
の
樹

木
、
後
か
ら
手
を
加
え
た
石

造
物
な
ど
が
増
え
、
本
来
あ

る
べ
き
空
間
が
狭
く
な
り
、

さ
ら
に
は
排
水
設
備
が
脆
弱

な
た
め
台
風
や
集
中
豪
雨
の

際
に
は
水
没
し
て
し
ま
う
な

ど
課
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
解
消
す
る
第
１

期
工
事
は
、本
年
１
月
か
ら
３

月
中
旬
ま
で
の
予
定
で
、こ
の

間
、
拝
観
は
可
能
で
す
。
工
事

中
の
様
子
は
、
本
山
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〈「雪の庭」改修完成イメージ〉
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宗
務
院

全
国
布
教
師
研
修
会

　
10
月
29
日
、
全
国
布
教
師

研
修
会
並
び
に
総
会
が
、Z
ｏ

ｏ
ｍ
を
使
っ
た
リ
モ
ー
ト
会

議
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研

修
会
で
は
、
特
命
布
教
師
の

川
崎
英
真
師（
千
葉
県
茂
原
市

龍
教
寺
住
職
）に
よ
る「
御
本

尊
集
・
史
料
集
に
つ
い
て
の
説

明
」の
講
義
が
あ
り
、
御
本
尊

集
・
資
料
集
の
内
容
や
、
そ
れ

ら
の
価
値
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者

か
ら
質
問
や
活
発
な
意
見
交

換
が
あ
り
ま
し
た
。

第
六
教
区

常
楽
院
日
経
上
人
報
恩
の
会

　
10
月
27
日
、
第
六
教
区
音

川
教
会（
富

山
市
婦
中
町

外
輪
野
）に

て
常
楽
院
日

経
上
人
御
命

日
忌
報
恩
法

要
を
厳
修
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
も
あ
り
、
規
模
を

縮
小
し
て
の
法
要
と
な
り
ま

し
た
が
、
各
地
よ
り
参
列
の
会

員
諸
師
、並
び
に
音
川
教
会
を

熱
心
に
護
持
い
た
だ
い
て
い
る

若
瀬
氏
と
共
に
日
経
上
人
の

終
焉
の
地
で
お
題
目
を
唱
え
、

不
惜
身
命
の
精
神
で
法
華
経

弘
通
に
邁
進
さ
れ
た
日
経
上

人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

第
八
教
区

寛
文
法
難
先
師
顕
彰
参
拝

　
10
月
4
日
、
恒
例
の
寛
文

法
難
先
師
顕
彰
参
拝
が
行
わ

れ
、
現
地（
宮
崎
県
日
南
市

北
郷
地
区
）在
住
で
、
日
頃

よ
り
顕
彰
碑
等
の
管
理
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
清せ

い

氏
と

関
係
者
代
表
が
、
寛
文
５
年

遷
　
化

　
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
第
28

世
　
吉
本
乗
明
師
が
、
令
和
3
年
8
月

13
日
に
世
寿
58
歳（
数
え
年
）に
て
遷

化
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
17
日
密
葬
、
10

月
2
日
に
本
葬
が
蓮
華
寺
に
お
い
て
、
両
日
と
も
島
田
幸
晴

師
（
広
島
市
・
妙
詠
寺
住
職
）
を
導
師
に
厳
修
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴 

昭
和
39
年
、
広
島
県
生
ま
れ
。

平
成
16
年
、
広
島
県
安
芸
高
田
市
・
蓮
華
寺
住
職
に
就
任
。

宗
内
に
お
い
て
は
、
平
成
16
年
第
8
教
区
布
教
師
。
平
成

25
年
特
命
布
教
師
（
3
期
）。
令
和
2
年
宗
会
議
員
等
歴
任
。

蓮
華
寺
伽
藍
復
興
、
寺
門
興
隆
に
尽
力
さ
れ
た
。

梅ば
い
こ
う
い
ん

香
院
日に

ち
ゆ
う游

上
人

（
１
６
６
６
）に
配
流
と
な
ら

れ
た
精
進
院
日
英
上
人
・
福

智
院
日
応
上
人
の
ご
遺
徳
を

偲
び
、
先
師
顕
彰
碑
前
に
お

い
て
報
恩
法
要
を
厳
修
い
た

し
ま
し
た
。

宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
末
寺

の
お
上
人
方
や
本
山
檀
信
徒

が
参
詣
、
２
日
間
に
わ
た
り

報
恩
法
要
を
勤
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
12
日
の
逮
夜
法
要
で
は
、

式
衆
が
灯
明
を
掲
げ
て
本
堂

を
行
道
す
る
な
ど
、
幽
玄
な

雰
囲
気
の
な
か
で
大
聖
人
の

ご
遺
徳
を
お
偲
び
し
、
翌
13

日
も
、
大
川
猊
下
大
導
師
の

も
と
、
正
当
法
要
が
奉
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
法
要
後
は
、
顕
本
法
華
宗

特
命
布
教
師
・
藤
本
智
成
師

（
岡
山
本
経
寺
住
職
）
に
よ

る
「
御
会
式
に
寄
せ
て
～
菩

提
寺
と
妙
満
寺
～
」
と
題
す

る
法
話
が
あ
り
、
参
詣
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

第
７
４
０
回

宗
祖
日
蓮
大
聖
人
報
恩

御
会
式
奉
行

　
10
月
12
日
・
13
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
第
７
４
０
回

に
当
た
る
宗
祖
日
蓮
大
聖
人

報
恩
御
会
式
が
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
に
「
緊
急
事
態

霊
宝
「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」

お
里
帰
り

　
10
月
23
日
、
大
川
日
仰
猊

下
大
導
師
の
も
と
、「『
安
珍
・

清
姫
の
鐘
』お
里
帰
り
法
要
」

が
奉
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
山
に
伝
わ
る
道
成
寺
二

代
目
釣
鐘「
安
珍・清
姫
の
鐘
」

は
、
正
平
年
間
に
逸
見
万
寿

丸
（
源
清
重
）
に
よ
り
道
成

寺
に
寄
進
さ
れ
、
逸
見
万
寿

丸
の
生
誕
７
０
０
年
に
当
た

る
今
年
「
逸
見
万
壽
丸
生
誕

七
百
年
を
祝
う
会
」
が
発
足
、

平
成
16
年
以
来
17
年
ぶ
り
に

「
安
珍
・
清
姫
の
鐘
」
が
道
成

寺
に
お
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
道
成
寺
で
は
、
秘

仏
千
手
観
音
像
の
「
中
開
帳
」

（
本
来
は
33
年
ご
と
に
開
帳
）

が
特
別
に
行
わ
れ
、
11
月
18

日
ま
で
の
期
間
、
逸
見
万
寿
丸

ゆ
か
り
の
本
堂
に
釣
鐘
・
秘
仏

が
会
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

道成寺本堂に安置された
「安珍清姫の鐘」

23 22令和 4年は立正大師諡号宣下 100 周年です。


